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白神のまなびやより

西目屋

　11月６日、児童クラブで焼き芋会をしました。たしろ保育
園の庭で、炭火で焼いた芋は最高の味！めっ！こりゃーめー
じゃ！おもわず飛び出る感嘆詞。おもむろに落ち葉をかける子
どもたちに幸せそうな煙が漂っていました。
　11月９日、青森発明協会主催の「科学・工作体験授業」を
受けることが出来ました。13時半～ 16時半までの長丁場５
分間だけの休憩をとり、ずっぱど勉強した子どもたち。空気っ
ておもしろいな～、木片４ヶでこんな形できるんだ～振り子の
原理ってすごいな～、などなど10種類以上の不思議な実験で
大盛り上がりの楽しい授業でした。福田智良先生ありがとうご
ざいました。

　10月29日、たしろ保育園でハロウィン
パーティーがありました。各クラスで可愛い
被り物など作り、それを身に着けて集会に参
加。突如、東京から駆けつけてきた、ゲバゲ
バギャルが２名出現して大歓声に包まれまし
た。どこかで見たことがあるようなお顔だけど～。大喜びする
子や大泣きする子などで大賑わいの中、変身した姿でダンスを
楽しみました。最後は「トリックオアトリート」「ハッピーハ
ロウィン」と元気に挨拶してお菓子をもらい無事に終える事が
できました。
　同日、児童クラブでもハロウィンパーティーが開催され、昨
年出来なかった学校と保育園を２回に分けて訪問。ほんの一瞬
でしたが、園児たちとの交流が出来ました。来年は、また役場
などにも訪問出来るといいですね。
　11月９日、福祉バスに乗り、全員で津軽ダムまでドライブ
に行って来ました。紅葉の赤が少々なくなっていましたが、見
事な景観でした。そして、西目屋村にあるお寺「広泰寺」を拝覧
してきました。子どもたちは神妙な面持ちでしっかり拝み、れ
んが造りの初めて観るお寺に圧倒されたようです。その後、年
長さんだけ、相馬地区にある成田商店まで出向き、ラーメンと
スパゲティをお腹いっぱい食べて帰りました。この日は、保育
園でもラーメンランチでした。みんな、ラーメン好きなんだね♪

　たしろ保育園

～おっかねーどぎの　かみだのみ　いぐねぐかかねはんで　いーぐかかるはんで～

　新型コロナウイルス感染症への感染の懸念から、健康診断やがん検診の受診控えが続
いています。自覚症状が現れにくい病気は少なくありません。2 人に 1 人はかかると
言われている“がん”も、早期がんでは無症状であることがほとんどです。過度な受診
控えは健康上のリスクを高めてしまう可能性があります。
　定期的に健康診断やがん検診を受けることが生活習慣病の予防や、がんの早期発見・
早期治療につながります。まずは自分の体をきちんと知ることが健康維持の第一歩です。
　また、発熱、咳や腹痛などの症状は新型コロナウイルス感染症に限りません。それ以
外の病気の可能性もあるため、必要な受診を控えると最適な治療が受けられなくなる可
能性があります。そのため、医療機関では「院内感染防止のガイドライン」などに基づ
き、感染対策に取り組んでいます。
　村の健康診断とがん検診は次表のとおり実施しておりますので、ご確認お願いします。

　あいうべ体操はご存じですか？あいうべ体操は、唇や頬の筋力を鍛え、口腔内を浄化する唾液を出しやすくします。唾液の浄化作用はインフル
エンザ予防にも効果があると言われています。乾燥により喉を傷めやすくなる時期です。食事の前、お風呂やトイレに入っている時、テレビのコ
マーシャルの間に、１日 30 セットを目標に実施してみませんか？

今月のいきいきポイント❶

今月のいきいきポイント❷

今年度の健康診断やがん検診を受診（予約）しましたか？

お家でできるお口の体操をご紹介！

今月のいきいきDay
歯っぴーデイ
12月８日（水）

歯ブラシを交換しませんか？意識的に歯磨き
をしてみましょう。

個別
健 (検 )診項目

国保特定健診、後期高齢者健診、
がん検診（胃・大腸・肺・子宮・乳）、
骨密度検診、肝炎検査、20 ～ 39
歳の健康診断など

実 施 期 間 令和４年１月末まで
費　　　用 無料（全額助成）
申し込み・
問い合わせ

申し込み、受診可能な項目など
保健師まで問い合わせください

※ひとりで悩まないで、まずは相談してください。
※ BCG、麻しん風しんの予防接種を受けましょう。
　住民課　保健師　成田　　　
　西目屋村地域包括支援センター　三上　☎ 85-2804

1 2 3 4

くちを「あー」と
大きく開く。

くちを「いー」と
大きく横に広げる。

くちを「うー」と
強く前に突き出す。

舌を「べー」と
突き出し顎の方に伸ばす。

あいうべ体操の方法
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　本校では、専門的な知識・技能などを身に付けて地域の方々にご協力いただきなが
ら、故郷西目屋村について学んでいます。

　西目屋小学校

※人財：青森県では「人は青森県にとっての『財（たから）』である」という基本的考えから、「人」「人材」などを「人財」と表しています。

　５月19日、４年生11名が「弘前大学白神自然観察園」へ出かけました。白神山
地の森の中に分け入り、「七福の杉」など、滅多に目にすることがない草木に触れ、
大いに勉強してきました。

　11月５日、３年生が里山ガイドの三上金一さんの案内で村内の名所めぐりをし
ました。
　子どもたちは、興味津々な様子で話を聞いていました。そして、自分たちの故郷
に歴史深い場所があることを知り、驚いていました。

　９月 29 日には、４年生が白神山地高倉森へ出かけました。
　疑問に感じたことは、NPO 法人「つがる野自然学校」代表の谷口さんや、環境
省アクティブ ･ レンジャーの服部さん ･ 神さんに積極的に質問していました。

　６月 22 日には、３年生が弘前城植物園へ出かけました。子どもたちは、
活動を終える頃にはブナの葉を正しく分類できるようになっていました。

　９月６日には、生活「まちたんけん」の学習のため、２年生が「道の駅　
津軽白神Beechにしめや」へ出かけました。
　子どもたちにとっては、知らないことや驚くことばかり。目を丸くして駅
長の桑田翼さんの話に聞き入っていました。

　10 月 18 日には、５年生がアクアグリーンビレッジ ANMON へ出かけ、観光客に
白神山地の保全や利用の在り方についてアンケートを取りました。子どもたちは、見知
らぬ方に声をかけるということで、初めは戸惑い気味でしたが、慣れてくると明るく笑
顔でインタビューできるようになりました。

　令和４年１月 19 日（水）には、４年生が白神山地へ「冬山トレッキング」
に出かける予定です。木々の様子や動物の足跡を観察しながら、冬の白神山地
の様子を学んできます。
　また、６年生は、これまでの学習を生かし、地球規模の環境問題について学
んでいます。

　これからも、地域の方々から学んだことを生かし、ふるさとを愛し、西目屋村の発展に尽力するとともに、持続可
能な社会を構築する人財を育てていきます。

　10月13日には、１・２年生が生活科の学習で「白神山地ビジターセンター」を
訪れました。秋を感じながら木々の落ち葉や実を拾い、栞にしたり手作りおもちゃに
したりしました。２年生は、手作りおもちゃを使って「あそびランド」を開き、１年
生を招待して楽しく遊びました。
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りよ消 だ防

なるみなるみととかじかじがが往く往く!!!!

年末年始防火広報実施！

職員のご紹介・ご挨拶

　今年も残りわずかとなりました。皆さまにおかれまして
は日頃より消防行政にご理解とご協力を賜りましてありが
とうございます。日に日に寒さが厳しくなり空気が乾燥す
る気候が続きます。年末の慌しい生活が続くと注意が散漫
になり、ちょっとした不注意から火災を招く恐れがありま
す。お出かけ前やお休み前には火の元の確認をするととも
に、暖房器具や調理器具の取扱いには十分注意してください。
　また、弘前地区消防事務組合では毎年 12 月 29 日から
翌年１月３日まで年末年始防火広報を実施しています。期
間中は消防体制を強化し、パトロール及び広報活動を行い
ます。皆さまにおかれましても心身ともにゆっくりと年末
年始をお過ごしいただけます
よう、火災予防にご理解とご
協力をよろしくお願い申し上
げます。

熊谷幸平（岩木在住　30歳消防士）
　西目屋村の皆さま、日頃より大変お世話になっておりま
す。今年の４月から目屋分署に配属になり、無事に本年を
終えることが出来ました。立入検査などで村民の皆さまと
お顔を合わせる機会がある中で、立ち会いしていただける
皆さまのご対応が温かく驚きました。消防側から建物の設
備に関する指摘や提案をさせていただくこともあるのです
が、普通なら尻込みしてしまう指摘にも温和にご理解を示
していただき、改修に対する積極的な姿勢にも、村民の皆
さまの安全に対する意識の高さを感じました。救急の現場
や立入検査において、今年を通しトラブルもなく消防行政
を進めることが出来たのも、上司や先輩の指導のみなら
ず、西目屋村の皆さまのご協力のおかげだと思っておりま
す。今年度は火災が０件で
す。年末年始も油断するこ
となく火災０件を目指し、
これからもどうぞよろしく
お願いいたします。

　こんにちは。毎日のお仕事お疲れさ
まです。
　白神館では今現在、青森県おでかけ

キャンペーンと西目屋村宿泊応援キャンペーンを併用して通常
よりもお安く宿泊する事が可能となっております。さらには宿
泊の割引以外にお買物クーポン券も付くため、大変お得となっ
ております。おかげさまでキャ
ンペーン開始直後からたくさん
のご予約を頂き、忙しく活気の
ある日々となっております。
　また、白神館では鳥獣害対策
で捕獲した熊肉を利用した「白神ジビエ料理」を宿泊者さま限
定でご提供しております。オプション料理４品と宿泊プランで
のご提供となり、なかでもオススメが「ちょこっとジビエぷら

ん」（くま鍋付）でジビエ初心者さ
まにもお気軽にTRYして頂けるプ
ランとなっております。
　詳しい料金や内容は白神館までお
気軽にお問い合わせください。

　西目屋村と言えば、マタギに代表される狩猟文化
が有名ですが、そのマタギたちの伝説で「ジョウト
クサマ」という伝説のマタギをご存じでしょうか。

　このマタギは白神山地における狩猟の達人で、い
つも二頭の猟犬をつれて猟に出たといわれていま
す。ある日、マタギの戒律を破ったことから白神の
山に姿を消し、その後、伝説となりますが、その時
に登って行った沢は今でも「ジョウトクサマの沢

（ジョウトク沢）」と呼ばれています。

　西目屋村には、このほかにも様々なマタギの言い
伝えが伝えられています。年末、親せきが集まった
時の話のタネにいかがでしょうか。

ブナの里白神館ブナの里白神館

だより
白神公社

白神

令和３年
10月末現在 救急 火災 救助 遭難

10月件数 ４ ０ ０ ０

累　 計 43 ０ ０ ０

西目屋村災害発生状況

『おうち時間　家族で点検　火の始末』
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津軽広域連合だより津軽広域連合だより
いろんなイベントに出掛けよう！

全日本ずぐり回し選手権大会 板柳町ふるさとセンター

　新型コロナウイルス感染症の影響で内容が変更される場合がありますので、開催状況については各主催者にお問い
合わせください。また、イベントへお出かけの際は、新型コロナウイルス感染拡大防止にご協力をお願いします。

※津軽広域連合は、弘前市、黒石市、平川市、藤崎町、板柳町、大鰐町、田舎館村、西目屋村
の８市町村により、要介護認定審査・障害支援区分判定審査のほか、各種ソフト事業などの
さまざまな事務事業を共同で実施する特別地方公共団体です。

　津軽地方に伝わる雪の上で回す木製独楽「ずぐり」を、
どれだけ長く回せるかの腕
前を競う全国大会です。市
内外を問わず、子供から大
人までたくさんの人が参加
し、グランドチャンピオン
を目指します。
日　時　２月上旬（予定）
会　場　松の湯交流館駐車場
　　　　（黒石市中町33）
参加料　無料
問い合わせ先
　黒石こみせまつり実行委員会（黒石商工会議所） 
　☎52-4316

　「学んで、遊んで、泊まれる」
がコンセプトの板柳町ふるさとセ
ンターは、板柳駅から徒歩約15
分、弘前市からは車で約30分。
　りんご資料展示室や、りんごを
使った草木染・陶芸・樹皮工芸・お菓子作りを体験できる
工房のほか、温泉大浴場、足湯、農産物直売所などの施設
があります。１名6,000円から利用できるコテージは通
年営業中です。皆さまのお越しをお待ちしております。
【場　　所】板柳町大字福野田字本泉34-6
【営業時間】午前８時～午後７時
　　　　　 ※各体験などについてはお問い合わせください。
【問い合わせ先】板柳町ふるさとセンター　☎72-1500

と　き イベント名 内　　　容 問い合わせ先

12
月

12/16～
� 12/26 冬の贈り物展

贈り物シーズンにちょうどいい、心温まる素敵な
工芸品を展示・販売します。 弘前市産業育成課 32-8106

12/18～
� 3/13 大鰐温泉スキー場オープン

毎週土曜日は1日券が500円！また町内の宿泊
施設に宿泊された方はリフト1日券無料！

大鰐温泉スキー場管
理事務所他 49-1023

１
月

1月上旬
（予定） こけし初挽き（黒石市） 正月の恒例行事。白装束を身にまとった工人が、

新年最初のこけしを作ります。 津軽こけし館 54-8181

1/8～3/21 企画展４「お雛様と吉祥画」 津軽家ゆかりの雛道具や津軽地方に残る雛人形と
吉祥画を展示します。 弘前市立博物館 35-0700

～1/16 ふじめぐり総選挙2021 対象店舗でのお買い物レシートを集めて応募する
と、抽選で賞品が当たる周遊イベント。 藤崎町経営戦略課 88-8258

1/29 冬のツーリズム「農家蔵ライトアップ」 金屋地区の農家蔵をライトアップ。沿道には約
150基の灯篭やろうそくが設置されます。

NPO法人尾上蔵保存
利活用促進会 57-5190

～1/31 平川はしご酒スタンプラリー お酒を楽しみながらお店でスタンプを集め、抽選
でコースに応じて豪華賞品をゲット。

平賀はしご酒まつり
実行委員会事務局 44-3055

２
月

～2/14 ひらかわイルミネーションプロムナー
ド

中央公園などをイルミネーションでライトアップ。
台湾提灯もご覧になれます。 平川市商工観光課 44-1111

（内2184）

～2/28 冬に咲くさくらライトアップ 日本一と名高い弘前のさくらを冬にもライトアッ
プで咲かせます。 弘前市観光課 40-0236

2月上旬
（予定） 津軽くろいしみんなの雪だるま 地域・職場・家族が一丸となって雪だるまを作り

ます。雪国ならではの雰囲気が楽しめます。 黒石商工会議所 52-4316

2月上旬 おおわにアートイベント 大鰐と弘前を結ぶ弘南鉄道と光のアートを組み合
わせたイベントを開催します。 大鰐町企画観光課 55-6561

2/5～2/6
（予定） 雪の降るさと2022（黒石市） 雪を使った催しが盛りだくさん。ろうそくを灯し

た、たくさんの雪だるまが会場を彩ります。 津軽伝承工芸館 59-5300

2/5～2/13 冬限定企画展 春を待ちわびながら作り出された工芸品を展示・
販売します。 弘前市産業育成課 32-8106

2/6（予定） 旧正マッコ市 黒石市内の参加店で早朝に買い物をするとマッコ
（お年玉）がもらえます。恒例の福まきも大人気。 黒石商店街協同組合 53-6030

2/7 猿賀神社七日堂大祭 柳の大枝を盤上に打ちつけて豊凶を占う柳からみ
神事や、ゴマの餅まきが行われます。 猿賀神社 57-2016

2/11～
� 2/13 冬の田んぼアート

雪原に足跡で巨大な幾何学模様を描きます。ライ
トアップした際の光と影のコントラストは必見です。 田舎館村企画観光課 58-2111

2/12 宝くじ文化公演「秋川雅史・夏川りみ
ハートフルコンサート」

秋川雅史と夏川りみの共演によるコンサートで
す。曲目…千の風になって、涙そうそう他 弘前市民会館 32-3374

2/19～
� 2/20 弘前マイスター展

弘前マイスターの匠の技に関する展示や体験がで
きるイベントです。 弘前市産業育成課 32-8106

2/27 弘前城薪能振替公演 延期していた伝統芸能「能・狂言」の公演を、弘
前市民会館に会場を変更して開催します。

同実行委員会事務局
（弘前市文化振興課内） 40-7015

黒石 市 板柳町

前回大会の様子
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令和
３年産

（あおもりアースレンジャー）第11期

社会福祉協議会社会福祉協議会だより食育だより食育だより

■内 　 　 容　青森県は地域の方々に対して地球温暖化の知識の普及やエコ活動の紹介・助言をする青森県地球温暖化防止活動推進員（アースレンジャー）
を募集します。地域に密着した活動に取り組みたい方、エコ・省エネに興味のある方からのご応募をお待ちしています。

■任 　 　 期　令和 4 年 4 月 1 日から令和 6 年 3 月 31 日まで
■募 集 期 間　令和 3 年 12 月 1 日から令和 4 年 1 月 31 日（月）まで　※当日消印有効

■推進員の要件　⃝地球温暖化の現状・対策に関する知識の普及と地球温暖化対策の推進を図るための活動に熱意と識見を有し、積極的に取り組むことがで
きる方であること。⃝令和 4 年 4 月 1 日現在で満 18 歳以上であること。⃝県内に在住、在勤又は在学をしていること。

■応 募 方 法　申込書に必要事項を記入し、郵送、FAX、E-mail などにより提出する。
　　　　　　　　申込書の電子ファイルは青森県ホームページからダウンロードできます。

■選 考 方 法　申込書の記載内容を基に、審査・選考します。選考結果は令和 4 年 2 月下旬頃に応募者全員に通知します。
■提出・問い合わせ先　青森県環境生活部環境政策課　☎ 017-734-9243／FAX：017-734-8065／E-mail：kankyo@pref.aomori.lg.jp

　本年産まっしぐら・つがるロマン
の概算金が昨年比約３割減と発表さ
れたことを受け、西目屋村農業委員
会として、村長及び村議会議長に対
策要望書を提出いたしました。
　要望内容は、次期作用生産費の一
部を補助する施策を求め、桑田村長
及び佐藤議長から来年産の稲作につ
いて検討していきたいと回答をいた
だきました。

青森県ホームページ第 11 期あおもりアースレンジャー　 検 索

「まごたちわやさしい」を知っていますか？
　「バランスの良い食事」が体によいと分かっていても、具体的に
どんな食材を組み合わせて食べたらよいのか、よくわからないこと
がありませんか？そんな時は、「まごたちわやさしい」の食材を参
考にしてみましょう。
　「まごたちわやさしい」とは、バランスの良い食事のために摂っ
てほしい食材の頭文字をつなげた言葉です。ひとつひとつの食材に
含まれている栄養素が異なっているため、「まごたちわやさしい」
のそれぞれの食材を毎日必ず１つとるように意識することで、自然
とバランスの良い食事をとることができます。

　10 月 1 日から、全国一斉に赤い羽
根共同募金運動が展開されています。
　西目屋村で集まった募金の約 70%
は、雪かきなどのボランティア活動や
防災用品の購入、西目屋小学校のボラ
ンティア活動など、村の福祉事業に使
われます。
　今年もより多く地域福祉に還元でき
るよう、運動にご理解とご協力をお願
いします。
　また、窓口で 500 円以上の募金を
された方には、「ブナッキー赤い羽根ピ
ンバッジ」を 1 個進呈しております！
　まだまだ取り扱っていますので、募
金のご協力をお願いいたします。
　道の駅ビーチ西目屋にはガチャガ
チャ募金（当たり付き）も設置しており
ますので、そちらもご活用ください。

▼募金 (取扱 ) 窓口・問い合わせ先
　西目屋村共同募金委員会（西目屋村社会福祉協議会内）
　西目屋村大字田代字稲元 143
　☎ 85-2255　　受付時間　平日 8 時 15 分～17 時

　みなさんの今日の食事は、「まごたちわやさし
い」がすべてそろっていたでしょうか？健康のた
めにも、ぜひ普段の生活に取り入れてみて下さい。

大豆、小豆、納豆、
豆腐、油揚げ、味噌

牛乳、ヨーグルト、
チーズなど乳製品

魚介類全般

ごま、アーモンド、
くるみ、ナッツ

わかめ、ひじき、昆布、
のり、もずく

しいたけ、しめじ、
えのき、なめこ

卵

野菜類全般

じゃがいも、かぼ
ちゃ、長芋、里芋

ま

ち

さ

ご

わ

し

た

や

い

めめ

ちち

かなかな

まま

かめかめ

いたけいたけ

まごまご

さいさい

もも

ブナッキー赤い羽根ピンバッジブナッキー赤い羽根ピンバッジ
お知らせ まだまだあります！
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　現在、りんご農家の多くが加入している「りんご共済特定危険方式」が今年産をもって終了となります。今後の農業
経営の安定化を図るためにも「りんご共済総合方式」か「収入保険」への移行の検討が必要になると思われますので農
家のみなさまにお知らせします。

〇りんご共済と収入保険の比較（例）

区分

りんご共済
☆標準生産金額1,000万円の場合 収入保険

☆基準収入1,000万円の場合
（青色申告していることが条件）総合方式

短　縮 一　般

補償対象
暴風雨・ひょう・凍霜・病虫害・
鳥獣害・その他の自然災害

自然災害による収量減少や価格低下、
農家の努力では避けられない様々なリスク

作　目 りんご 農業経営における全作目

補償割合 ３割を超える損害 １割を超える損害（積立金対応の場合）

補償期間 ４月～収穫期 ７月～翌年収穫期 １月～ 12月

申込期限 ３月25日 ７月５日 新規：12月末日
継続：11月末日

掛金など
(事務等経費含む) 13～27万円 14～29万円 11.1万円

積立金 － － 22.5万円（１年目）

合計 13～27万円 14～29万円 33.6万円
村では令和3年度において収入保険・りんご共済総合方式ともに掛金の30％を助成しております。
各種農業保険制度の詳細は『青森県農業共済組合ひろさき支所』☎28-5700 まで

　世界エイズデーの今年のキャンペーンテーマは「レッド
リボン30周年～Think Together Again～」です。HIV・
エイズに関する検査や治療、支援などの正しい知識を得て、
HIV検査の受検促進や差別・偏見の解消につなげていきま
しょう。
　エイズはHIV（ヒト免疫不全ウイルス）に感染するこ
とでおこる病気です。治療法の進歩により、HIV陽性者
は感染の早期把握、治療の早期開始・継続によりエイズ
の発症を防ぐことができ、HIVに感染していない人と同
等の生活を送ることが期待できるようになりました。

　そのためには、検査を受け、感染を早期に発見するこ
とが重要です。感染が心配な方は早めに検査を受けましょ
う！保健所では、匿名・無料で検査を受けることができま
す。専用電話による予約のほか、令和３年度からインター
ネットによる検査予約を受け付けています。また、ご希
望により、性器クラミジア感染症、梅毒の検査も同時に
受けられます。
　詳しくは電話又は青森県庁HP「相談・検査（青森県
STOP AIDS）」

下記の保健所では、専用電話のほかインターネットによる予約を受け付けています。

保健所名 専用電話 保健所名 専用電話

東地方保健所 017-739-5425 五所川原保健所 0173-33-1090

弘前保健所 0172-38-2389 上十三保健所 0176-23-8450

三戸地方保健所 0178-27-5700 むつ保健所 0175-31-1808

12月1日は世界エイズデーです。保健所ではエイズの相談・検査ができます。

りんご共済総合方式・収入保険への移行について
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　村では、12月から３月
まで皆さまの生活道路を確
保するため除雪作業を行い
ます。
　除雪作業は、主要幹線道
路や通学路、スクールバス
路線に重点を置き、午前０

時に降雪の確認を行い、10㎝の降雪の場合作業開始し、
住民生活に支障のないよう作業にあたります。しかし、
豪雪の場合や路上駐車などにより、除雪作業に妨げが生
じた場合は遅れることがあります。
　除雪作業がスムーズに行えるようにお互いに注意し、
この冬を少しでも快適に過ごせるよう、各家庭や地区ぐ
るみでご協力をお願いします。

★路上駐車はしないで
　１台でも駐停車両があると、その地区の道路除排雪
ができなくなり、交通障害や事故の要因となります。

★除雪車が作業をしているときには近寄らないで
　除雪車の前後30m以内が死角となるため、歩行者や
車が見えない場合があります。また、雪の中に入って
いる砕石、ガラスなども飛散する場合もあります。

★作業事故はすぐ報告
　除雪作業で負傷したり、物件が破損したりした場合
は、速やかに建設課にご連絡をお願いします。

★除雪後の戸口の雪について
　除雪後の戸口の雪は路上に戻さず、道路のわきに積
み上げておきましょう。

★屋根雪を道路などへ落とさないで
　交通を遮断するだけではなく、人命に関わることが
ありますので、屋根雪の落下防止など措置を講じてく
ださい。

★深夜作業にご協力を
　交通渋滞を避けるため、除雪作業は交通量の少ない
深夜から早朝に行います。ご迷惑をおかけしますが、
ご理解とご協力をお願いします。
問い合わせ先
村道　建設課　☎85-2802
県道　中南地域県民局地域
　　　整備部道路施設課
　　　☎32-0800

　村では、平成25年度コミュニティ助成（宝くじ助成）
を活用し中型除雪機を整備しています。除雪機は、地区
会などへ無料で貸し出しますので、ご利用くださるよう
お知らせします。

●手続き方法
　申請書への記入が必要となりますので、利用される
場合は、役場２階の企画財政課へお越しください。な
お、すでに貸し出されている場合もありますので、役
場にお越しになる前にお電話などでご確認ください。

●使用時の注意点
①安全装置が正しく動作しない状態では使用しないよ
うにしましょう。
②雪詰まりを取り除くときに、必ずエンジンを停止し、

回転部が完全に停止してから作業を行いましょう。
③後進時は、転倒したり、挟まれたりしないよう、足
元や後方の障害物には十分注意しましょう。
④除雪作業中は、雪を飛ばす方向に、人や車・建物が
ないことを確認しましょう。また、除雪機の回りに
は絶対に人を近づけないようにしましょう。

　問い合わせ先
　企画財政課企画係　☎85-3080

村道村元２号線の
除雪状況▶

　村内の全域に地上デジタルテレビ再送信のため光ケー
ブルが敷設されております。ご家庭に、引き込まれてい
る引込線が屋根の積雪などにより切断されるとテレビが
視聴できなくなります。光ケーブルは、通常の電線など
に比べて曲げや圧力などに対して弱く、スコップなどで
衝撃をあたえたりすると破損・断線する可能性があり、
電話線などと違い、途中でつなぐことができないため、
断線してしまうと新たに引き直しが必要になるなど、大
きな工事が発生し原因者の負担となることがあります。
　このような事例が発生しないためにも次の点にご注意
ください。
●屋根の雪下ろしの際は、スコップなどで引込線に衝撃
をあたえないよう注意する。
●住宅の工事（屋根の塗装）などを行う場合は、施工業

者にも注意喚起する。
●所有地の樹木などがケーブルなどに影響を及ぼさない
よう枝切・伐採などの維持管理を行う。

問い合わせ先　企画財政課企画係　☎85-3080

光ケーブルの断線にご注意ください光ケーブルの断線にご注意ください

中型除雪機の貸し出しの
お知らせ

除雪作業の
ご協力に
ついて
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■本社 ／ ⻘森市三内字丸⼭393-270（⻄部⼯業団地内） TEL. 017-761-5301

■弘前営業所／ 弘前市大字神田3-2-3 (角弘弘前支店2F） TEL. 0172-35-0882

農業集落排水に加入しましょう

　農業集落排水（下水道）は、水環境の悪化により
生態系などに様々な影響を及ぼす生活排水を集め
て、きれいな水に処理することによって、農業用排
水及び河川の水質改善を図り、快適な生活が送れる
ようになります。
　排水設備工事や水洗便所改造工事をする場合は、
役場建設課（☎ 85-2802）までご連絡ください。

村から皆さんへの
　大切なお知らせです。お ら知 せ

冬はあったか安心なバスで
十和田旅にでかけよう

▼期　間　令和３年12月４日（土）～令和４年２月20日
　　　　　（日）の土日祝　※１月１日、２日除く
▼コース　弘前⇔十和田湖（休屋）・奥入瀬渓流館・
　　　　　十和田市現代美術館
▼料　金　◦弘前⇔十和田湖（休屋）・奥入瀬渓流館：
　　　　　　片道3,000円、往復5,000円
　　　　　◦弘前⇔十和田市現代美術館：
　　　　　　片道4,000円、往復6,500円
　　　　　※往復料金に学生・団体割引あり
▼その他　◦乗車日の７日前までの予約制
　　　　　◦最少催行人数：２名

◦催行が確定している日程は空席があれば当日
でも申し込み可能です。※十和田コースにつ
いては、催行確定後であっても申込できない
場合がございます。

▼問い合わせ・予約　弘南バス　☎38-2255

令和４年度保育所（園）入所申込について

農作物の収穫徹底についてのお願い
～カラス被害を減少させるために～
　中南管内の農地や街なかにおいて、カラスによる被害が
深刻となっております。
　カラスは、自然界に食べ物が少なくなる冬季に多く餓死
するといわれています。しかし、農作物の収穫残さなどを
放置することで、カラスに対しての無自覚な餌付けとな
り、カラスの個体数を減らすことができなくなります。
　そこで、カラスの個体数や被害を減少させるため、畑に
放置された規格外の農作物については土中に埋める、木に
残っている果実などは可能な限り残さず摘果する、といっ
た取組みについて、農業者の皆さまのご協力をお願いしま
す。
問　産業課産業係　☎85-2801

　村内に住所があり、４月から保育所（園）へ入所を希望
するお子さんの申込を下記のとおり行います。なお、勤務
先などの都合により村外の保育所（園）を希望する方も同
様となりますのでお間違えのないようお願いします。
　現在入所していて、継続入所希望の方については現況届
を配布しますので、受付期間内に提出してください。
１．申込方法
　現在、たしろ保育園に入所している方については、園
を通じて現況届を配布します。
　村外の保育所（園）に入所している方および新規入所
希望の方は、役場住民課で配布しますので、窓口までお
越しください。

２．申込書・現況届の受付期間
◦４月から入所を希望する場合
令和３年12月20日（月）から令和４年１月21日（金）
まで

◦５月１日以降から入所希望の場合
　随時

３．提出先及び問い合わせ先
　　住民課住民係　☎85-2803

　「戸籍の窓」は原則として「本籍が
西目屋村にある方」を掲載していま
す。掲載を希望しない方また当村に
本籍がなくて掲載を希望する方など
がありましたら、必ず広報係までお
申し出ください。�

男　性 612人（‒2）
女　性 695人（ 0）
合　計 1307人（‒2）
世帯数 554世帯（+3）

R3.10月末現在　（　）は前月比

村の人口高
たかすぎ
杉　椿

つばき
輝（駿・ひかる）　田代 男

おめでとう

北村　秀昭（64）����� 居森平
三上　博一（52）����� 田　代

おくやみ

令和3年10月届出分

戸籍
の窓
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　11月15日、公園やトイレの冬支度をしていたらエコタウン公園で季節外れの桜が咲いているのを
発見。寒いのが苦手なため、冬を目の前に、早くも春が待ち遠しいです。

編集後記

　自衛官募集相談員委嘱状交付式が11月16日、
役場で行われ熊谷貞徳さん（再任）、三上秀昭さん
（再任）の２人に委嘱状が交付されました。
　委嘱状は、西目屋村長、自衛隊青森地方協力本部
長の連名で任期は令和３年11月から２年間です。
　自衛官募集相談員は、自衛官志願者への情報提供
や、自衛官募集のための広報活動への協力を行いま
す。

　11月10日、青森放送株式会社と地域防災パート
ナーシップ協定を締結しました。当日は、弘前圏域８
市町村合同での協定締結式が行われました。
　今回の協定締結により、災害時に村からの災害情報
に関する放送要請に基づき、テレビやラジオなどで避
難情報などの詳細な災害情報を放送していただけるよ
うになりました。また、平時においても住民の防災意
識を高める活動など（過去の災害の資料映像の提供や
防災の講演会など）について、相互協力し、地域の防
災力強化を目指しています。

自衛官募集相談員 委嘱状交付自衛官募集相談員 委嘱状交付

利用者へのお知らせ
■有効期限にご注意ください
　西目屋村応援商品券「目屋ズーミ」の有効期限は、
令和３年12月31日までとなっております。
　有効期限を過ぎた場合は、商品券の利用ができなく
なりますので、まだ利用されていない方は、期限内に
利用しましょう。

取扱店へのお知らせ
■換金申請期限にご注意ください
　商品券の換金申請の期限は令和４年２月１日となっ
ております。
　期限を過ぎた場合は、換金ができなくなりますの
で、ご注意くださるようお願いします。

■問　産業課商工観光係　☎85-2800

　11月８日、西目屋小学校体育館において、小学校児童
及びたしろ保育園の園児を対象に芸術鑑賞教室が行わ
れ、北海道を中心に活動している、劇団風の子北海道の
方々による「かぜのこぴーぷー　ぴーひゃら団」の公演
が行われました。
　公演の中で、お手玉やけん玉、こま回しなど昔ながら
の遊びが行われ、子どもたちは真剣な眼差しで鑑賞して
いました。

西目屋応援商品券

について目屋ズーミ
に しめや

ズームアップ

地域防災パートナーシップ協定締結地域防災パートナーシップ協定締結
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